
スガイドブック」を作成しました。誰も

が自分らしく輝くためのヒントが詰ま

っています。ぜひご覧ください。

古 河 市 男 女 共 同 参 画 情 報 通 信 2025 10
VOL.22す べ て の 違 い を 力 に 　 多 様 な 個 性 が 輝 く ま ち へ 　 - 取 り 組 み の 記 録 -

　古河市が持続的に発展していくためには、すべての市民の力が欠かせません。古河市は、年齢や性別、国籍、

障がいの有無といった「違い」を個性として認め合い、誰もが自由に活躍することのできる社会をめざして、

皆さんと共に多様な個性が輝くまちづくりを進めていきます。

“第３次古河市男女共同参画プラン 2025-2029”を策定しました

　古河市では、一人ひとりが自分らしく輝けるよう、家庭、学校、地域、職場などで、

男女共同参画におけるさまざまな取り組みを進めてきました。そして、これまで

の歩みを振り返るとともに、市民の思いや、時代の流れ、そして新しく見えてきた

課題に対応できるよう、「第3次古河市男女共同参画プラン」を策定しました。

　この新しいプランは、「互いの人権の尊重と男女共同参画の意識の醸成」、「ワー

New

New “ＷＬＢガイドブック”配布中

　古河市では、多様な働き方を実現し、「仕事」と育

児や介護、趣味や学習、休養といった「仕事以外」

の生活との調和を取り、その両方を充実させる

Events “ＷＬＢ研修”を開催します

　若手社員の早期離職は、多くの企業にとって経営上

の課題となっています。この研修では、ワーク・ライ

フ・バランスの観点から、若者が求める働き方やキャ

リア観を理解し、ともに働きやすい職場を創るための

講師　鬼 澤 慎 人　氏 　

日  時 ： １１月７日（金）1４:00～

場　所 ： 野本電設工業コスモスプラザ

詳細・申込についてはこちらから

発 行 　 古 河 市 役 所 　 人 権 推 進 課

ク・ライフ・バランスと女性活躍の推進」、「ダイバーシティ社会の実現

に向けた環境の整備」の三つの基本目標を掲げ、2025年度から

2029年度までの5年間で市の取り組む施策などを定めています。

　その取組のひとつとして「ワーク・ライフ・バラン

ワーク・ライフ・バランスを推進しています。

ヒントを探ります。

　当日は、「学生による先進

企業訪問プログラム（裏面

参照）」参加者による発表

や鬼澤慎人氏による講演

を行います。より良い職場

づ く り や マ ネ ジ メ ン ト に

関心 のある 方は 、 ぜひご

参加ください。



“ 男 女 共 同 参 画 セ ミ ナ ー ” を 開 催 し ま し たReports

　令和7年1月25日、青木酒造株式会社の蔵人・青木知佐さん

を講師に迎え、セミナーを開催。元看護師の青木さんが家業の

　参加者からは「女性がいきいきと活動する酒蔵で、男女共同

参画が見えた」、「日本酒への思いを伺い、これまでの見方が変

わった」との声が聞かれました。青木さんのお話しは、性別にと

Reports 学生による企業訪問を実施 Applications 一行詩“男女の詩”投票受付中

“ ゆ め こ ら ぼ ” 会 員 募 集

蔵人に学ぶ！日本酒＆麹の多彩な世界

生活に彩りを！ネイルの基礎知識を学ぼう

　令和7年2月16日、株式会社Ngiftのネイリスト、天野菜々子

さんを講師にお迎え、男女共同参画セミナーを開催。このセミ

ナーは、心と身体をリフレッシュし、参加者お一人おひとりが自

分らしく活躍できるきっかけづくりとすることを目的に開催さ

　参加者からは「自分をケアする時間が、日々の生活をより快

適にし、仕事や地域活動での活躍につながる」といった声が聞

かれました。市は、今後もこのような機会を提供していきます。

　男女共同参画とワーク・ライフ・バランスをテーマ　

　今年度は913作品という多数の応募の中から、

一次選考を通過した10作品の力作が揃いました。

　「性別にとらわれず、仕事と生活の調和の取れた

発 行 　 古 河 市 役 所 　 人 権 推 進 課

　すべての男女が互いに尊重しあい、共に手をた

ずさえ、一人ひとりが自分らしく輝き心豊かに生

活できる社会を実現するために、市内で活動する

団体、個人がイベント等での啓発活動を古河市と

Applications

ひ　　と う た

　高校生・大学生等を対象に、ダイバーシティや

ワーク・ライフ・バランスに積極的に取り組む市内

企業を訪問するプログラムを実施しました。

　学生たちは、トモヱ乳業株式会社、三桜工業株式

会社、古河市役所を訪問。社内見学や働く方々と

の意見交換を通し、自分らしい働き方を実践する

　このプログラムは、個性や能力を活かした進路選

択や、働く意欲を高めるきっかけづくりを目的とし

ています。学生による訪問結果のレポートは、今後、

先進的な取り組みに触れました。

市ホームページなどで発信予定です。

に募集した一行詩の二次選考を実施中です。

社会」への思いが詰まった、心に響く

作品への投票にぜひご参加ください。

協働して行っています。

輝く未来のために、私たちと一緒に

活動に参加してみませんか？

酒蔵を継ぐまでのお話しや、日本酒の世界に触れました。

らわれず、キャリアを形成するヒントを与えてくれました。

れました。


